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               論   文   の   要   旨 
 




Rho-associated coiled-coil kinase (ROCK)には、2つの isoform（ROCK1、ROCK2）が存在しており、近年、
ROCK阻害剤の Y-27632や fasudilを用いた検討により、一側輸尿管閉塞（UUO）による腎線維化に ROCK
が関与することが報告されている。しかしながら、ROCK1ノックアウトマウスを用いた UUOモデルで
の検討では腎線維化の抑制は認められず、薬理学的な ROCK阻害との相違や ROCK2の関与など腎線維
































 以上のように、著者は、ROCK阻害による腎線維化抑制作用を in vivo 及び in vitroの両面から証明
し、ROCK阻害剤の臨床応用の可能性を示し、更には今後の腎線維化抑制薬の開発への可能性を示した
と判断される。 
 平成 27年 1月 21日、学位論文審査委員会において、審査委員全員の出席のもとに論文の審査及び最
終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審
査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有する者として認める。 
